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１ はじめに

旭川市旭山動物園（以下、旭山動物園）で

は，動物と直接ふれあうことができる唯一の

施設，こども牧場（ペット・家畜種を飼育し

ている施設）があります．普段からふれあい

の時間を設け，たくさんの来園者に”いのち”

の温かさや大切さを伝えています．

また，小学校 1・2 年生で学ぶ生活科では，

こども牧場にいる動物に直接ふれあうから

こそ感じることができる”いのち”を学んで

もらいたく，学校と動物園が連携した授業の

実践を展開しています．

２ 生活科と旭山動物園

小学校は今年度から新学習指導要領が本

格実施されました．今回の学習指導要領でも，

「公共物や公共施設を利用する活動を通し

て」という記載もあることから，より一層生

活科での動物園の活動が増えていくのでは

ないかと考えています．

また，「動物を飼ったり植物を育てたりす

る活動」とも記載があり，その背景には「児

童を取り巻く自然環境や社会環境の変化に

よって，日常生活の中で自然や生命と触れ合

い，関わり会う機会は乏しくなっていてきて

いる」とあります．旭川市内の小学校（2015

年当時 56 校）へ 2015 年に行った調査では

哺乳類を飼育している学校は５校だけにな

ってしまいました．ただし，この回答した５

校は，2015 年以降に旭山動物園の動物の貸

出を利用してますので，2020 年現在は０校

となります．この調査では最後に，「学校活

動の範囲で動物の飼育活動に取り組むため

には，どのような支援が必要だとお考えです

か．（上位３つ選択）」という設問を設けまし

たが，やはり「飼育動物の貸出（小動物）（35

校）」が一番多い意見としてあり，学校現場

でも動物の貸出の支援は望んでいることが

わかります（表１）．

①世話のしかたなど飼育に関わる各種相談への対応 31

②飼育している動物が病気になった時やケガをした時の治療 22

③学習プログラムづくりへの支援 15

④授業への講師の派遣 20

⑤教職員研修への講師の派遣 3

⑥鳥インフルエンザなど人獣共通感染症に関わる情報の提供 5

⑦飼育動物の提供・あっせん 5

⑧飼育動物の一時預かり 4

⑨飼育動物の引き取り 9

⑩飼育動物の貸出（小動物） 35

⑪その他 3

表１ 「学校活動の範囲で動物の飼育活動に取り組むためには，どのような支援が必要だとお考えですか

（上位 3 つ選択）」という設問に対する回答．



動物園の役割でもあり，この教科の目標で

ある「生き物への親しみをもち、大切にしよ

うとする」気持ちを子どもたちへ伝えるため

の体制を整えていかなくてはいけないと考

え，学校との連携が不可欠であると考えてい

ます．

そこで旭山動物園では，生活科での利用を

促進するために，動物とのふれあい（ペット

種）活動やこども牧場にいる動物（ペット種）

の貸出を行い，実際に児童が動物の飼育体験

を行う活動など，”いのち”の大切さを伝え

るのはもちろんのこと，動物の気持ちを考え

て学校生活をおくることなど学校と連携を

しながら行っています．

３ 2019 年の実績

2019 年の実績では，生活科で動物園を利

用している旭川市内の小学校の件数は 41 件

33 校（旭川市内 53 校）で，７校は１年生と

２年生両方の学年での利用されており，約６

割以上の学校が利用していることがわかり

ます．

その中でも，動物の貸出を行っている小学

校は 10 校あり，旭川市内の約２割の小学校

が利用していることになります．旭山動物園

ではこの動物の貸出の活動が，2014 年度か

ら件数は増えてきている現状です（表２）．

４ 旭山動物園に来園してのふれあい活動

学校の授業で動物園を利用される場合は，

カイウサギやモルモットとのふれあいのみ

でふれあい方を学ぶもの，またはふれあいガ

イド（話が中心でふれあい＋エサ・うんちの

標本をさわる体験も有り）を実施することで，

命を直接感じてもらっています．体験した子

どもたちの感想を聞くと，「かわいい」から

始まり「ふわふわ、さらさら」や「気持ちい

い」と手触りの感想．そして「あたたかい」

という命に直接ふれることで感じる感想ま

で出てきます。そういったことから，ふれあ

いを行うことで教科書だけでは知ることが

できないことを知ることができると思いま

す．

また，ふれあいをした動物から他の動物へ

興味関心を示す子どもたちをおり，きっかけ

を与えることができると思います．そして，

命の大切さをふれあうことで，動物が教えて

くれるのではなかいと考えています．

５ 子どもたちの飼育活動～動物（モルモッ

ト）の貸出～

旭山動物園での動物の貸出はモルモット

がほとんどになります．サイズ的に小さいこ

とや感情が豊かであることから，子どもたち

もモルモットの気持ちを考えながら飼育活

動ができるのはないかということでモルモ

ットを推奨しています．

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

6 校 6 校 8 校 6 校 14 校 10 校 9 校 9 校 11 校 10 校

表２ 過去 10 年の生活科における動物の貸出をした旭川市内小学校数の変移

写真１ ふれあい後の感想

他の動物に興味をしていることがわかる



学校では，先に記述したように哺乳類の飼

育動物が０校になったこともあり，「動物を

飼ったり植物を育てたりする活動」に関して，

サポートする体制を旭山動物園は作りまし

た．ただし、動物（モルモット）の中・長期

的な貸出には，学校・保護者・動物園の３者

が連携をし，実施可能となります．

貸出を行っている学校を見てみると，動物

園との関わりは１回では無く，動物園に来園

したり，出前授業で学校を訪問したりと，少

なくとも３回の関わりがあります．

基本的な流れは，動機付けの「ふれあい活

動」（動物園または学校）→「モルモットを

飼うために必要なことを調べ学習」（学校）

→「調べ学習発表会」（学校）→「お別れ会」

（動物園または学校）といったものになり

ます．

動機付けのふれあいでは，「飼ってみた

い」という言葉は，自然に子どもたちから

出てきます．出てくるということは，動物

たちへの興味・関心を持ったからだと考え

ています．

しかし，「かわいいから飼いたい」という

気持ちだけでは飼うことができないという

ことも伝え，「飼うためには何が必要か？」

ということを投げかけ，子どもたち自身でと

ことん調べてもらいます．しかも色々な本な

どの情報から調べ上げていきます．

調べ学習が終わると，これで本当にモルモ

ットが飼えるかどうか，動物園の教育活動担

当者に向け発表します．動物園側からは，調

べたものに対しアドバイスをしながら，子ど

もたちとたくさんのことを確認していきま

す．

そこでもっとも大事なことは，学校が休み

である土・日・祝日をどうするかということ

です．「学校が休みでもモルモットはいます．

誰かがお世話をしてくれなければ，モルモッ

トは大変なことになるかもしれません．」と

伝えます．本などには土・日のこと

など書いていないので，子どもたちは悩んで

いきます．「先生に任せる」という答えでは，

動物を貸出しません．短い期間でも，子ども

たちだけで飼育をすることで，”いのち”を

感じてもらえると考えているからです．

結論として，学校へ当番を決めてくるや子

どもの家に持ち帰る（最近では，学校の先生

方の働き方改革により，子どもの家に持ち帰

ることがほとんどです）などがあり，先生で

はなく，子どもたち自身が飼育をするという

ことが見えて，初めて飼育活動（モルモット

の貸出）が始まります．

期間としては，中・長期的といいましたが，

写真２ 児童の調べたものをまとめたもの

カテゴリー分けしわかりやすくまとめている

写真３ 児童が発表している様子

班に分かれ必要なことを緊張しながら教育活動

担当者へ発表する



２～３週間ぐらいが基本で，その後１ヶ月や

２ヶ月など学習に合わせて期間を決めてい

きます．貸出期間終了時には，子どもたちが

モルモットへの感謝の気持ちを伝えるお別

れ会を行い，貸出期間で学んだことなどを伝

えます．

そして，必ず写真や映像などで，自分た

ちがこの２週間で楽しかった思い出や自分

自身がどのくらい成長したかなどをみんな

で一緒に振り返ります．お別れ会の最中，

子どもたちは別れるのがつらく泣く子ども

もたくさんいますが，その姿からは真剣に

動物と向き合ってくれた証拠であり，関わ

った子どもたちは必ず命を大切にしてくれ

る子どもたちになると考えています．

６ 子どもたちの返却時の様子やその後

動物の返却時には，モルモットに対しての

お礼の手紙や，私たち教育担当者に向けて

のお礼の手紙など，子どもたち自身が考え

たものをたくさんいただきます．

子どもたちからのモルモットへの手紙で

は、「いのちをあずかるのは，すごくたいへ

んだけど，ナナちゃん（モルモットの名前）

からちゃんといのちの大切さを学びました」

（写真６）という言葉がありました．毎日お

世話やふれあいをすることで感じたことだ

と考えています．

また，「ナナ（モルモットの名前）の絵を

かいて、先生にみせたら上手だよ！っていわ

れたよ！ナナがいなかったら、こんな絵をか

けなかったよ！」（写真７）という言葉もあ

りました．モルモットが毎日いることによっ

て，絵も上達したことや，自信を持ったこと

を伝えるものなりました．

さらに，「ナナが学校にいると，まい日の

学校が楽しくなったよ」（写真８）という言

葉もあり，”いのち”と毎日過ごすこと，動

物がいたからこそ、気持ちが変われたのでは

ないかと考えています．

また，モルモットを飼う前（学習前）と飼

育して返却後数週間後に，モルモットの絵を

子どもたちに描いてもらい，その絵からは

様々なことが伺えます（写真９）．

写真６ 子どものモルモットへのお礼の手紙１

いのちの大切さを学んだということが子どもの言葉として出てきた

写真５ 手紙を読む児童

   楽しい思い出を泣きながらモルモットへ伝える

写真４ お別れ会の様子

映像を見ながら２週間を振り返る



子どもたちの絵を見ていただくと一目瞭

然ですが，モルモットをしっかり観察してい

たことが伺えます．左の絵では，首やしっぽ

など無いものが描かれていましたが，飼育後

は，そういったものがなくなったモルモット

になりました．特に印象に残っている部分は，

子どもたちなりに細かく描かれており，見て

いる側もどこに注目していたかがよくわか

ります．

このように授業後でもモルモットがしっ

かり心に残っていると考えられ，この生活科

を通して学んだ飼育経験により，”いのち”

を知ることができたと考えています．また，

動物が学校にいるときは，その動物のことを

考え学校生活を送っていました．この気持ち

は他人を思いやることにもつながり，今後成

長したときにとても大切になると考えてい

ます．

７ 課題

課題としては，動物を貸し出しする学校は，

毎年行っている学校もあれば，残念ながら１

年限りで終わり，学校にまだまだ根付いてい

ないという課題があります．過去 10 年を見

てみると，継続している学校はとても少ない

ことがわかります（表３）．先生方の異動も

あるという現状もありますが，毎年モルモッ

トが学校に来ていると，１年生が２年生にな

ったとき「次は自分たちの番だ」という自立

写真９ 左：飼育前（学習前） 右：飼育後

毎日観察したり，ふれあったりすることなどの実体験をすることで絵も変わっていく．

写真７ 子どものモルモットへのお礼の手紙 2

絵を先生に褒められうれしく思いモルモットのおかげであったことを伝える内容

写真８ 子どものモルモットへのお礼の手紙 3

モルモットがいたことで学校毎日楽しくなったことを伝える内容



心も芽生えてくるのではないかと考えてい

ます．たくさんの子どもたちが飼育経験でき

るよう，教育委員会との連携も今後深めてい

かなくてはいけないと考えています．

旭川市内小学校の約６割が旭山動物園の

動物とのふれあいや動物の貸出を利用して

います．これを，旭川市内の全小学校の子ど

もたちが小学１年生または２年生で必ず動

物との関わりを毎年実施していくことを目

指し，”いのち”を知った子どもたちを育ん

でいきたいと考えています．

（旭川市旭山動物園）

表３ 2010 年から 2019 年の間，動物の貸出を利用した回数における小学校数．

   貸出は 1 年に１回が基本となる．10 回は 10 年連続となるが，8 回以下は間があいている年もある．

貸出回数 10 回 8 回 6 回 5 回 4 回 3 回 2 回 1 回

学校数 1 校 2 校 2 校 2 校 2 校 7 校 3 校 5 校


